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日本赤十字社 

2月 6日台南地震復興支援事業 

第２回資金協力にかかる報告書 

2017年 4月 7日～2018年 5月 30日 

 

I. 事業背景 

2016年 2月 6日午前 3時 57分に台湾南部でマグニチュード 6.4の地震が発生しました。

震源の深さは 16.7㎞、屏東県（高雄市美濃区）北東 27.4㎞地点。地震により台南市、高雄

市、屏東県、嘉義県、嘉義市が被災し、117名が死亡、550名が負傷しました。 

 

被災した人々は様々な影響を受けており、それら多様なニーズに対応するため、台湾赤十

字組織は支援策を策定し、犠牲者家族及び負傷者への見舞金の支給、医療、介護、四肢切断・

リハビリ等への補助金の支給をはじめ、震災により親を失った子供たちへの教育支援、再定

住支援、家庭用品の配布、緊急支援などを行いました。 

 

台湾赤十字組織は日本赤十字社（以下、日赤）から 2017年 4月 7日付で台湾南部地震救

援金第 2回資金協力総額 2億 9,000万円を受領しました。同日の新台湾ドル（TWD）換算レ

ート（1円＝0.2766TWD）で、80,214,000新台湾ドル相当になりました。 

日赤からの要望により、第 2回資金協力によって受領した資金は台湾南部地震被災者支援

及びモバイルホスピタル（移動診療所）の設置に充当されています。 

 

II. 事業活動成果 

A. 住宅再建にかかる補助金 

72世帯が補助金の支給を受けました。支給総額は 44,050,000新台湾ドルです。詳細

は以下のとおりです。 

1. 受給要件 

a) 2016年 2月 6日に発生した台湾南部地震により家屋が倒壊・取り壊され、地震

発生時に他の家屋の所有がなかった世帯 

 

b) 台湾南部地震により家屋の所有者が死亡した場合、補助金は家屋所有者の配偶者

に支給されます。所有者と配偶者がともに死亡した場合、補助金は一親等の親族

に支給されます。 

 

c) 同一の家屋に複数の世帯が居住している場合、補助金は 1世帯のみに支給されま

す。 

 

d) 建物所有者証もしくは建物登記にある総面積に基づき、補助金は以下の基準に則

り配分されます。 



 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72世帯のうち、カテゴリー1に該当する 2世帯及びカテゴリー3に該当する 4世帯は、

倒壊した家屋に加え、親族から別の家屋の一部を相続していましたが、全体所有権なし

では相続した家屋に居住することができずにいたため、1世帯あたり、通常の補助金額の

半額相当分の支給が決定されています。 

  

 

 

同一の建物に複数の世帯が居住している場合は、補助金は 1世帯のみに支給。 

補助金配分にかかる建物総面積の基準 
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さらには、カテゴリー5に該当する世帯では特別な事例が 2件ありました。 

 

その中のひとつの事例は、家屋の前所有者の死亡により、所有者が家屋移転登録手続き

を完了できなかったため、建物所有証または建物登録証明書を提出することができなかっ

た事例です。 

 

もうひとつの事例は、家屋所有者が家庭内暴力の被害者で、配偶者の不動産書類を提出

することができなかった事例です。両事例とも補助金の申請に必要な要件を満たしていま

せんでしたが、台湾南部地震により家屋が倒壊したこと、他に居住する家屋を所有してい

なかったことを考慮し、台湾赤十字組織は両者に各 10万新台湾ドルの補助金の支給を決定

しました。 

 

 

B. 貧困世帯への生活補助金 

74世帯が補助金の支給を受けました。支給総額は 5,929,000新台湾ドルです。詳細

は以下のとおりです。 

 

１． 脆弱な被災世帯への必要最低限の生活支援 

2月 6日の台湾南部地震における被災世帯で、低所得、低・中所得、その他、社会福

祉支援を受ける要件を満たしていた世帯は 12か月間分の生活手当てを受けることが

できます。 
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2. 被災地域への緊急手当て 

緊急手当ては、地震の被災地に居住している個人または世帯で、緊急事態（災害、

事故、重病など）に遭遇し、生活維持が難しい場合、その経済的救済を目的として

策定されました。 

 

世帯における扶養家族人数、親戚・友人、社会保障制度による経済的支援、緊急

を要する経費を考慮して、緊急性とニーズのレベルを調査後、台湾赤十字組織は一

回限りで 3,000新台湾ドルから 2万新台湾ドルの緊急手当てを支給します。台湾赤

十字組織は全体で 56世帯に総額 529,000新台湾ドルの支援を行いました。 

 

C. モバイルフィールドホスピタル（移動診療所）の資機材の寄贈について 

1. 目的 

将来の国内外の緊急医療サービスの人道的ニーズに対応するため、世界保健機関

（WHO）緊急医療チーム（EMT）のタイプ１の基準に沿った移動診療所の資機材を寄

贈しました。 

 

2. 寄付方法 

台湾赤は移動診療所の資機材を 2セット購入し、国内外の災害に対応可能な台湾

緊急医療チーム（TEMT）を創設するために国立成功大学付属病院に寄贈しました。 

 

国立成功大学付属病院は平時においては訓練や防災プログラムを行い、災害発生

時においては緊急医療チームが資機材を活用し被災地で医療活動支援を行う予定で

す。 

 

3. 資機材の詳細 

移動診療所の資機材には、専門的な医療テント、仮設トイレ・入浴設備、水と電

気供給システム、照明器具等の 29種類の資機材が含まれており、トリアージや初期

緊急医療処置を行うことができます。さらには、運搬移動用の車両も同様の目的で

寄贈されています。 
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Ⅲ. 寄付金の使途について 

 日赤からの第 2回台湾南部地震救援金にかかる資金協力、2 億 9,000万円（2017

年 4月 7日付換算レート 1：0.2766は 80,214,000新台湾ドル）は、事業計画どお

り被災者の医療、住宅・生活などの支援、移動診療所の設置のために使われまし

た。 

しかしながら、被災者を対象にした住宅支援のニーズが当初の予測を下回った

こと、さらには、移動診療所の資機材購入にあたり実施した一般競争入札と価格

交渉により、資機材の購入価格が減少したことにより、最終執行額は 73,904,806

新台湾ドルとなりました。未執行額は銀行利子も含めると 6,592,131 新台湾ドル

になります。日赤第 2回資金協力にかかる台湾南部地震事業収支報告書について

は 9ページをご覧下さい。 

 

2016年の台湾南部地震発生から 2年が経ち、復興支援事業は直接的な支援や他

の支援もすべて完了しました。事業の未執行額は 6,592,131新台湾ドル（平成 30

年 6月 30日現在、日本円 23,916,800円相当）です。台湾赤十字組織は、国内、

海外の様々な災害救援活動を経験し、平時から災害に備えておくことで発災時に

はより良い対応ができると信じています。そのため、台湾全土に 21の防災倉庫を

設置し、捜索救助隊の編成と訓練を行い、学校と地域コミュニティの両方を対象

に防災と災害への備えに関するプログラムを実施しました。 

 

この経験をもとに、台湾赤十字組織は日赤から資金協力を受けた台湾南部地震

救援金の剰余金（未執行額）を防災と災害への備えに関する知識と技術の普及、

捜索救助隊の訓練、捜索救助隊のための資機材の購入及び災害対応と救援のため

の資金として使途することを日赤に要請し、2018年 5月 17 日に承認を得ました。 

これからも、台湾赤十字組織は人道支援の精神を胸に日赤との貴重な友好関係

を大切にし、今回日赤からいただいた貴重な資金を最大限活用していくと同時に、

適宜報告書の提出を通じて説明責任を果たしていきます。 
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Ⅳ．写真 
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V. 被災者の声 

命を懸けた絶え間ない戦い：ホン・ジャイさん 

 

2016年 2月 6 日、台湾南部地震が発生した当日、ホン・ジャイさんは国立成功大学

付属病院で緊急治療を受けました。両足が 12時間もの間瓦礫の下敷きになり、重症を

負って心停止になっていました。医療チームは、ホン・ジャイさんの命を助けるため

に最善を尽くしました。しかしながら、壊死した両足が深刻な横紋筋融解症を発生し

ており、医療チームは他に治療法がなくホン・ジャイさんの両足を切断せざるを得ま

せんでした。 

ホン・ジャイさんは 9か月間入院し、20回以上もの外科手術を受けました。ホン・ジ

ャイさんは入院していた被災者の中で最後に退院しました。 

 

ホン・ジャイさんの妻も 13時間も瓦礫の中に閉じ込められて、両足、肋骨 6本を骨

折しました。ホン夫妻には生後 4か月の男の子がおり、地震により軽度の脳挫傷を負

いましたが幸いにも完全に回復しました。この大地震を振り返り、ホン夫妻は最悪の

時は過ぎたと語ります。ホン・ジャイさんは集中治療室（ICU）に入院中、黒色に変色

し壊死した足を見ることができず、両足を切断する決心がなかなかつきませんでした。

幸運にも、ホン・ジャイさんの最愛の妻が、残りの人生をかけてホン・ジャイさんに

寄り添い家族の世話

をすると誓いました。 

    

   「切断手術を受けた

後、自分の将来が不安

でした。妻にたくさん

のプレッシャーがか

かるかもしれない。私

に寄り添い続けてく

れる妻に感謝してい

ます。」と、ホン・ジ

ャイさんは語ります。 

ホン・ジャイさんが最

愛の妻について語る

時、自信に満ちた微笑

みがありました。 

 

 

 

 

12月 17日、ホン一家はクリスマス慰問活動に参加しました。 
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現在、ホン一家は家族とともに過ごす一瞬一瞬を慈しんでいます。家族にとって一緒

に過ごすことが一番大切になっています。 

 

震災から 2年が経ち、ホン・ジャイさんは家では車椅子やスケートボードに座り自由

に移動できます。ホン・ジャイさんの雇用主は怪我が回復後、デスクワーク業務を提供

すると約束しています。しかしながら、ホン・ジャイさんは身体の下部に負った怪我に

より長い時間座れない状況のため仕事に復帰することは難しいようです。 

 

人生には解決策があります。現在、ホン夫妻はインターネットで手作りのベビー用品

を販売することで生計を立てています。ホンさんのウェブサイトにはホンさんが皆さん

に伝えたいという次のような一文があります。 

 

 

 

人生にはいつも忘れられない挫折があります 

 

それはまるで森の中で道に迷ってしまったかのようです 

 

暫くの間、困惑したりパニックになったりするかもしれません 

 

最後には光があなたを家に導いてくれるでしょう 

 

光を辿っていくと、あなたは幸せに辿り着けるでしょう。 

 

 

台湾赤十字組織は災害直後からホン・ジャイさんを支援し、住宅支援補助金を提供し支

援を継続しました。 
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生存者：リ・ゾンディアンさん 

 

リ・ゾンディアンさんは 1年にわたり

台南市から離れた場所で働き、旧正月を

目前にしてご両親に再会したいと思っ

ていました。しかしながら、旧正月前夜

祭をひかえた夜に地震が発生しました。 

 

リ・ゾンディアンさんは倒壊した建物

に閉じ込められた時、救助隊が「リ・ゾ

ンディアン、頑張れ。すぐに助けに行く

から」と自分の名前を叫んでいるのを聞

きました。救助隊の声は彼を勇気づけま

したが、瓦礫に閉じ込められた状況下で

意識を保つのは困難でした。 

 

リ・ゾンディアンさんは複数の救助隊

員に救助された夢を見ましたが、目が覚

めるとまだ瓦礫の下にいることがわか

りました。彼は阿弥陀を唱え続け、最終的には 56時間後に救出されました。リ・ゾンディア

ンさんは震災により家族を失い、さらには左足を失いました。 

 

海外からの寄付金は負傷者お見舞金、介護のための資金支援、死別者お見舞金、切断再建

費用、福祉資金としてリ・ゾンディアンさんに提供されました。 

 

リ・ゾンディアンさんの実姉（結婚後、現在は別の地域に居住）は、震災後、リ・ゾンデ

ィアンさんに寄り添って世話をしました。彼女は国内外の人々からのご支援とお見舞いの言

葉に感謝の意を表して、リ・ゾンディアンさんの負傷後のリハビリテーションの全過程を写

真に記録し台湾赤十字組織に提出しました。記録には以下の言葉がありました。 
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“私の弟は皆さんのお気持ちに感謝しています。 

将来のリハビリテーションは長く辛いものになる

でしょうが、弟は強くなって、社会へ恩返しするた

めに一生懸命励むでしょう。“ 

 

リ・ゾンディアンさんの雇用主（マルチメディア

関連会社）はリ・ゾンディアンさんを雇い続けてい

ます。リ・ゾンディアンさんは仕事用に改良した 4

輪バイクに乗って通勤し、足を切断したにも関わら

ず軽度の業務管理は依然として可能です。リ・ゾン

ディアンさんは台湾赤十字組織の温かい気遣いに

感謝しています。皆さんからの励ましの言葉と支援

は彼が人生を歩む上で大きな力となっています。 

  

震災から 2年が経ち、日赤のお陰で、リ・ゾンデ

ィアンさんは身体の不自由な人がいる世帯向けの

支援を受けることができました。また、様々なケア

と支援のおかげで、勇敢な生存者たちは、生活を取

り戻し、日々輝き続けています。 
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